
 

2 0 2 2 年度（ 第5 6 次）研究助成 指定課題 

 

１．消費者との効果的なコミュニケーションを行う方法に関する研究 

メディア環境が多様化する中、消費者との効果的なコミュニケーションを行う方法につ
いて、広告主、広告会社、メディア企業などそれぞれで模索が続けられています。このよ
うな中、どのような方法論に有効性が認められるのか。コミュニケーション効果の新たな
指標・測定を含め、今の時代に相応しい消費者コミュニケーションに関する理論的・実証
的研究を期待します。 

 

２．広告・コミュニケーション研究やマーケティング研究の新たな方法論の開
発につながる他領域における関連研究 

 
広告・コミュニケーション研究やマーケティング研究は、今の時代に相応しい新たな知

見・新たな方法論を求めています。マーケティングの専門家に限らず、心理学、社会学、
インフォメーション・テクノロジーなど様々な分野の研究者による、コミュニケーション
やマーケティングに関連する研究を期待します。 

 

３．パンデミックがもたらしたインパクトに関する研究 

今回のパンデミックは、新たなコミュニケーションや消費行動を生み出すとともに、
人々のライフスタイル、ワークスタイル、企業活動に変化を促す契機となりました。ま
た、同時に起きた急速なデジタル化の流れは世の中を大きく変えようとしています。パン
デミックがもたらしたインパクトをはじめ、それに対応するための新たな視点にもとづく
コミュニケーションやマーケティング研究を期待します。 


